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＜当日取材（撮影可）のお願い＞ 

 高齢化や人口減少の進行により様々な弊害が起きています。静岡県では特に 18才人口の急激

な減少が大問題となっています。静岡市の草薙地区では「龍勢花火」が毎年地域の保存会によ

り自作、打ち上げが行われています。留学生を含めた県立大学生が、龍勢の製作、あるいは木

遣り道中に参加することで、龍勢にかける想いやその魅力を発見し、地域の小中学生をはじめ、

広く世界に情報発信すべく活動を行っています。（※地（知）の拠点整備事業プログラム） 

9月 22日には、学生が製作に関わった龍勢の打ち上げ、新たに供用が開始された JR草薙新駅舎

前から出発する木遣り道中に参加します（雨天の場合は 24日に延期）。 

記 

＜木遣り道中＞ 

◆日 時 9月 22日（木） 正午から 14時 00分頃まで 

◆会 場 JR草薙駅前正午出発、天皇原公園経由草薙神社 

◆内 容 学生が製作を手伝った万灯(写真)を先頭に 

木遣り唄と共に練り歩く 

◆参加者 留学生を含めた県大生、有度１，２小児童、 

龍勢保存会、他 

＜龍勢花火打ち上げ＞ 

◆日 時 9月 22日（木）昼の部（龍勢）：14時 30分から 

夜の部（流星）：18時 00分から 

◆会 場 草薙神社横（スポーツ広場草薙西支部桟敷）および周辺 

◆内 容 保存会員と共に学生が製作を手伝った龍勢の打ち上げを見守る 

◆参加者 留学生を含めた県大生、龍勢保存会 他 

◆その他 当日は龍勢「のろし説」検証実験を県庁および日本平頂上にて計画 

※地（知）の拠点整備事業プログラム（文部科学省平成 26年度採択事業）

http://www.coc.u-shizuoka-ken.ac.jp/outline/index.html 

 

 

 

 

 

提 供 日     2016/9/21 

タイトル  草薙龍勢によるきずな創りと世界に向けた情報発信 

担 当     静岡県公立大学法人 静岡県立大学 

地（知）の拠点整備事業プログラム 丹羽康夫 

発信担当者  054-264-5583 （食品栄養科学部・丹羽康夫） 

草薙龍勢によるきずな創りと世界に向けた情報発信 

～学生による人口問題解決に向けた取り組みがここに～ 

【本件に関するお問い合わせ先】 

〒422-8526 静岡市駿河区谷田52-1 

静岡県立大学  食品栄養科学部  丹羽康夫 

電話     054-264-5583 

メールアドレス niwa（ここに@を入れてください）u-shizuoka-ken.ac.jp 
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